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教育出版『小学社会』 

第 3 学年 年間学習指導計画・評価規準 

 

学習指導要領改訂に伴う移行措置期間（平成 31 年度）用 
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大単元１ わたしたちの大好きなまち 配当時間 21 時間 
教科書 ３・４上 

P４～47 

 

目  標 

●自分たちが住んでいるまちや市について，特色ある地形，

土地利用の様子，主な公共施設などの場所と働き，交通の

様子，古くから残る建造物などを観察，調査したり白地図

にまとめたりして調べ，まちの様子は地形条件や社会条件

の影響を受けて場所によって違うことを考えるようにす

る。 

 

評価規準 

●社会的事象への関心・意欲・態度 

自分が住んでいるまちや市の特色ある地形，土地利用の様

子，主な公共施設などの場所と働き，交通の様子，古くか

ら残る建造物などを意欲的に調べ，その特色を考えようと

している。 

●社会的な思考・判断・表現 

自分たちが住んでいるまちや市の様子から学習問題を見

いだして追究し，まちの様子は場所によって違いがあるこ

とについて思考・判断したことを言語などで適切に表現し

ている。 

●観察・資料活用の技能 

自分たちが住んでいるまちや市の様子を的確に観察，調査

したり，具体的資料を活用したりして，必要な情報を集め

て読み取ったりまとめたりしている。 

 

●社会的事象についての知識・理解 

まちや市の様子は地形的な条件や社会的な条件の影響を

受けて，場所によって違いがあることを理解している。 

 

大単元の構成 
 

大単元の主題… 自分たちの住む地域の特色の理解と，地域への愛着の育成  

    

 オリエンテーション ① 

教科書に描かれている鳥瞰図を見ながら，わたしたちが住むまちの様子や土地の

使われ方などについて話し合い，社会科の学習への興味や関心をもたせる。 

 

  
   

  
   

１ わたしの住むまちはどんなまち ⑩   ２ わたしたちの市の様子 ⑨ 
  

      

人にしょうかいしたい場所 ①   まちから市へ，広げよう ① 
  

      

しょうかいしたい場所をさがそう ①   市の地図をながめて ① 

      

学習問題をつくり，学習の見通しを立てよう ①   市のさまざまな場所を調べよう ① 

      

北コース 川のまわりをたんけん 

東コース 工場が集まっている所をたんけん 

西コース 駅のまわりをたんけん 

南コース 土地の高い所をたんけん 

 ※ここは複線型学習。各④ 

  大きな駅のまわり調べ隊 ① 

    

  市役所のまわり調べ隊 ① 

    

  海に面した所調べ隊 ① 

      

みんなで絵地図をつくろう ①   はるなさんが調べた 住む人がふえている所 

ひろきさんが調べた 川が流れている所 

まなみさんが調べた 緑の多い所 

 ※ここは複合型学習。各② 

    

地図を見て考えよう ①   

    

空からまちをながめよう ①     
市の土地の様子をまとめよう ① 

    

      

   深める 

ポスターをつくって，市をしょうかいしよう①   

○の中の数字は，配当時数。  
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小単元１ わたしの住むまちはどんなまち 配当時間 10 時間 
教科書 ３・４上 

P６～25 

 

目  標 

●自分たちが住んでいるまちについて，特色ある地形，土地

利用の様子，主な公共施設などの場所と働き，交通の様子，

古くから残る建造物などを観察，調査させたり，白地図に

まとめさせたりする。 

●まちの様子は地形的な条件や社会的な条件の影響を受けて，

場所によって違うことを考えさせる。 

 

 

評価規準 

●社会的事象への関心・意欲・態度 

・自分が住んでいるまちの特色ある地形，土地利用の様子，

主な公共施設などの場所と働き，交通の様子，古くから残

る建造物などに関心をもち，意欲的に調べている。 

・まちの様子の特色やよさを考えようとしている。 

 

●社会的な思考・判断・表現 

・特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施設などの場所

と働き，交通の様子，古くから残る建造物などについて，

学習問題や予想，学習計画を考え表現している。 

・まちの様子は場所によって違いがあることについて，思

考・判断したことを言語などで適切に表現している。 

 

 

●観察・資料活用の技能 

・観点にもとづいて観察や聞き取りを行ったり，地図や写真な

どの資料を活用したりして，学校のまわりのまちの様子につ

いて必要な情報を集め，読み取っている。 

・調べたことを主な地図記号や方位などを用いて絵地図や白地

図にまとめている。 

●社会的事象についての知識・理解 

・学校のまわりの特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施

設などの場所と働き，交通の様子，古くから残る建造物の場

所と様子などを理解している。 

・学校のまわりのまちの様子は場所によって違いがあることを

理解している。 

 

指導・評価のポイント 

３年生の最初の単元であり，学級クラスづくりも意図しな

がらグループでの活動を実施する。仲間と歩き，観察するこ

とで，他者と協力し，分担し，話し合うことの必要性も指導

したい。子どもどうしの信頼感を醸成したうえで，まちにつ

いて興味や関心をもたせ，それをどのように広げることがで

きたかを見取るようにしたい。 

生活科の内容「まちたんけん」の経験と，社会科としての

学習の接続に留意したい。生活科で公共施設を見学しても，

記憶に残っていない子どもも多い。社会科では「社会的事象」

を発見し，それを追究する活動となる。手どもの自然体験や

生活経験，興味・関心を軸としながらも，抽象的な言葉の学

習に陥らないように，具体的な人・もの・ことにもとづいた

学習活動となるよう指導されたい。 
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学習指導計画 大単元名：わたしたちの大好きなまち 

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

オリエンテー

ション 

Ｐ4～5 

【配時 1】 

教科書に描かれてい

る鳥瞰図を見ながら，

わたしたちが住むま

ちの様子や土地の使

われ方などについて

話し合い，社会科の学

習への興味や関心を

もたせる。 

○地形の様子や特色ある場所の

様子を鳥瞰図から読み取りなが

ら，まちの特色を話し合う。 

◆自分たちが住むまちは，場所

によって地形の様子がちがうこ

とや特色ある場所があること。 

①鳥瞰図を使って「場所当てク

イズ」(絵の中から学校，鉄道，

河川，工場，畑，神社などをあ

げさせる）を行う。 

②地形の様子や特色のある場

所の様子を鳥瞰図から読み取

る。 

③鳥瞰図に描かれているまち

と，自分が住むまちとの共通点

やちがいを話し合う。 

【関】鳥瞰図に描かれている

まちについて関心をもち，ど

こに何があるのかを読み取

りながら，まちの特色を考え

ようとしている。（発）（ノ） 
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学習指導計画 小単元名：わたしの住むまちはどんなまち 

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

人にしょうか

いしたい場所 

P6～7 

【配時 1】 

学校や家のまわりで

よく行く場所や，おす

すめの場所を紹介し

合い，自分たちの住む

まちについて関心を

もつようにする。 

○生活科で学習したことを振り

返りながら，自分たちが住むま

ちのおすすめの場所を紹介し合

う。 

◆自分たちが住むまちには，ま

だ自分が知らない場所があり，

調べてみたいと思うこと。 

①生活科のたんけんや毎日の

生活を振り返って，学校や家の

まわりには，どんな場所がある

か話し合う。 

②学校や家のまわりで，好きな

場所をあげる。 

③学校や家のまわりで，おすす

めの場所を紹介し合う。 

【関】学校や家のまわりでよ

く行く場所や，おすすめの場

所を紹介し合いながら，自分

たちの住むまちについて関

心をもとうとしている。（発）

（ノ） 

しょうかいし

たい場所をさ

がそう 

P8～9 

【配時 1】 

学校の屋上からまち

の様子を見て，おすす

めの場所がどこにあ

るのかを方位で表し

たり，気づいたことを

話し合ったりしなが

ら，自分たちが住むま

ちの様子について調

べる意欲をもつよう

にする。 

○学校の屋上や高い所から，自

分たちの住むまちの様子を観察

する。 

◆さまざまな場所を四方位(東

西南北）を使って表すこと。学

校の屋上から眺めるだけでは十

分でないことから，探検して調

べる必要があること。 

①学校の屋上や高い所に上り，

おすすめの場所を探す。 

②まちの様子を東・西・南・北

の方位ごとに観察する。 

③まちの様子をみて，気づいた

ことや不思議に思ったことを

ノートに整理する。 

【技】学校の屋上からまちの

様子を見て，おすすめの場所

がどこにあるのかを方位で

表し，気づいたことを記録し

ている。（行）（ノ） 

学習問題をつ

くり，学習の

見通しを立て

よう 

P10～11 

【配時 1】 

学校のまわりのまち

の様子について話し

合ったことをもとに

学習問題をつくり，学

習の計画（調べたい場

所や探検のコース，持

ち物，気をつけること

など）を立てることが

できるようにする。 

○学習問題をつくり，まちを探

検する計画を考える。 

◆学習問題をつくり，追究を進

めていくこと。調べる内容，コ

ース，持ち物，約束などを確か

めること。 

①まちの様子について話し合

ったことや予想したことをも

とに，学習問題をつくる。 

②調べたい場所や探検コース

を話し合う。 

③探検するときの持ち物や約

束を話し合う。 

【思】学校のまわりの様子に

ついて話し合ったことをも

とに学習問題を考え，表現し

ている。（発）（ノ） 

北コース 川

のまわりをた

んけん 

P12～13 

【配時 4(複

線)】 

川のまわり（学校の

北）を探検し，調べた

ことを絵地図に表す

ことができるように

する。 

○川のまわりを探検し，その特

色を絵地図に表す。 

◆川のまわりには地形を生かし

てつくられた工場や公園などが

あること。 

①川のまわりを探検する。 

②気づいたことを絵地図に書

き入れる。 

③気づいたことをみんなで話

し合い，絵地図にまとめる。 

【技】川のまわり（学校の北）

を探検し，調べたことを絵地

図に表している。（行）（ノ） 

東コース 工

場が集まって

いる所をたん

けん 

P14～15 

【配時 4（複

線）】 

工場が集まっている

所（学校の東）を探検

し，調べたことを絵地

図に表すことができ

るようにする。 

○工場が集まっている所を探検

し，その特色を絵地図に表す。 

◆工場が平らな広い土地を利用

して設けられていること。高層

のマンションなども建てられて

いること。 

①工場が集まっている所を探

検する。 

②気づいたことを絵地図に書

き入れる。 

③気づいたことをみんなで話

し合い，絵地図にまとめる。 

【技】工場が集まっている所

（学校の東）を探検し，調べ

たことを絵地図に表してい

る。（行）（ノ） 

西コース 駅

のまわりをた

んけん 

P16～17 

【配時 4（複

線）】 

駅のまわり（学校の

西）を探検し，調べた

ことを絵地図に表す

ことができるように

する。 

○駅のまわりを探検し，その特

色を絵地図に表す。 

◆駅のまわりには，多くの人が

利用する区役所や郵便局などの

公共施設や商店が集まっている

こと。 

①駅のまわりを探検する。 

②気づいたことを絵地図に書

き入れる。 

③気づいたことをみんなで話

し合い，絵地図にまとめる。 

【技】駅のまわり（学校の西）

を探検し，調べたことを絵地

図に表している。（行）（ノ） 
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南コース 土

地の高い所を

たんけん 

P18～19 

【配時 4（複

線）】 

土地の高い所（学校の

南）を探検し，調べた

ことを絵地図に表す

ことができるように

する。 

○土地の高い所を探検し，その

特色を絵地図に表す。 

◆土地の高い所には住宅が集ま

っていること。寺や広い公園が

あること。 

①土地の高い所を探検する。 

②気づいたことを絵地図に書

き入れる。 

③気づいたことをみんなで話

し合い，絵地図にまとめる。 

【技】土地の高い所（学校の

南）を探検し，調べたことを

絵地図に表している。（行）

（ノ） 

みんなで絵地

図をつくろう 

P20～21 

【配時 1】 

絵地図をつなげて，探

検してわかったこと

を話し合うとともに，

教師が示した地図と

比べてわかりやすい

地図を作るための工

夫を考えるようにす

る。 

○絵地図をもとにまちの様子に

ついて話し合う。また，わかり

やすい地図を作るための工夫を

考える。 

◆まちの様子は場所によってち

がうことや，わかりやすい地図

には，地図記号や色分けなどの

工夫が必要であること。 

①探検した絵地図どうしをつ

なげる。 

②つなげた絵地図をもとに，ま

ちの様子を話し合う。 

③絵地図をわかりやすくする

工夫を考える。 

【思】自分たちが作った絵地

図をつなげて，まちの様子に

ついてわかったことを話し

合うとともに，教師が示した

地図と比べてわかりやすい

地図を作るための工夫を考

え，表現している。（発）（ノ） 

地図を見て考

えよう 

P22～23 

【配時 1】 

地図記号や色分けな

ど，地図の約束を理解

するとともに，教師が

示した地図を参考に

してわかりやすい地

図を作ることができ

るようにする。また，

まちの様子を具体的

に言葉で表すことが

できるようにする。 

○地図記号や色分けなど，地図

の約束がわかり，わかりやすい

地図を作る。地図を見て，まち

の様子を言葉で表す。 

◆地図記号や地図の約束がある

こと。地図の読み取り方がわか

ること。 

①地図表現の約束について話

し合う。 

②先生が紹介した地図を参考

にしてわかりやすい地図を作

る。 

③まちの様子を言葉で表す。 

【知】地図記号や色分けな

ど，地図の約束を知るととも

に，まちの様子を言葉で表し

ている。（ノ） 

空からまちを

ながめよう 

P24～25 

【配時 1】 

空中写真を見たり，再

度屋上からまちの様

子を眺めたりしなが

ら，自分たちが住むま

ちの様子は場所によ

ってちがいがあるこ

とを考えるようにす

る。 

○空中写真を見たり，再度屋上

からまちの様子を確かめたりし

ながら，自分たちの学校のまわ

りの特色について話し合う。 

◆まちの様子は，場所によって

ちがいがあること。 

①空から見たまちの様子と自

分たちが作った地図を比べる。 

②まちの特色を話し合う。 

③「まとめる」を参考に，場所

による特色のちがいについて

確かめ，ノートに書く。 

【思】空中写真を見たり，再

度屋上からまちの様子を眺

めたりしながら，自分たちの

学校のまわりの特色につい

て話し合い，場所によってち

がいがあることを表現して

いる。（発）（ノ） 
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小単元２ わたしたちの市の様子 配当時間 9 時間 
教科書 ３・４上 

P26～45 

 

目  標 

●自分たちの市の特色ある地形や土地利用の様子，主な公共

施設などの場所と働き，交通の様子，古くから残る建造物

などについて調べ，地域の様子や人々の暮らしは場所によ

って違いがあることをとらえさせたり，地域社会に対する

愛着をもたせたりする。 

 

評価規準 

●社会的事象への関心・意欲・態度 

・市には地形や土地利用の違うさまざまな場所があることに

関心をもち，市の様子について意欲的に調べようとしてい

る。 

 

●社会的な思考・判断・表現 

・市の様子はどのようになっているのか，調べるテーマや調

べる計画を考え表現している。 

・市の土地利用の様子を地形的な条件や社会的な条件と関連

づけたり，分布の様子を相互に比較したりして，地域ごと

の様子の違いや人々の暮らしの様子について考え，適切に

表現している。 

 

 

●観察・資料活用の技能 

・自分で集めた資料や，提示された写真や地図などから，市の

地形や土地利用の様子をとらえている。 

・調べたことを主な地図記号や八方位などを用いて，白地図に

まとめたり文章に表現したりしている。 

●社会的事象についての知識・理解 

・市内の特色ある地域の様子や土地利用の様子を理解し，市の

様子は場所によって違いがあることを理解している。 

・八方位や主な地図記号の意味について理解している。 

 

 

 

指導・評価のポイント 

社会科の基本的な学習活動は「問題解決的な学習」である。

子どもの興味・関心を軸として，「つかむ」→「調べる」→

「まとめる・深める」といった学習段階で展開していく。小

単元ごとに，教科書せ P10～11「学習問題をつくり，学習の

見通しを立てよう」を参照させて，学習計画を立て，見通し

をもたせるように指導する。 

まち探検と異なり，市（区，町，村）全体を対象とした学

習では子どもが観察や見学することが限られ，空中写真や地

図資料の読み取りが中心となる。市内に特色ある場所が多く

見られる場合は，一斉型学習の他に，教科書 P38～43 のよ

うな個人による自主的な調査にもトライさせてみたい。 
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学習指導計画 小単元名：わたしたちの市の様子 

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

ま ち か ら 市

へ，広げよう 

P26～27 

【配時 1】 

自分たちの市の空中

写真を見て，市全体の

様子と自分たちの住

むまちの様子とのち

がいに関心をもち，市

の様子について調べ

る意欲をもつことが

できるようにする。 

○市の空中写真を見て，市全体

の様子や自分たちのまちと比べ

て気になったことや不思議に思

ったことを話し合う。 

◆市内には，自分たちの住むま

ちとは様子のちがう地域がある

こと。 

①市の空中写真を見ながら，市

全体の様子について気づいた

ことを話し合う。 

②自分が行ったことのある場

所や知っている場所を出し合

う。 

③自分たちの住むまちと比べ

て，気づいたことなどをもと

に，学習問題をつくる。 

【関】写真や資料から，市の

様子について関心をもち，意

欲的に調べようとしている。

（発） 

【思】市の様子について話し

合ったことをもとに学習問

題を考え，表現している。

（発）（ノ） 

市の地図をな

がめて 

P28～29 

【配時１】 

自分たちが住む市の

広がりと，市内におけ

る自分たちの住むま

ちの位置を確かめる

ことができるように

する。 

○市全体の地図を見たり，市域

の輪郭を描き写すとともに，市

内における自分たちの住むまち

の位置を八方位を使って言い表

す。 

◆市域の広さやおおまかな形。

自分たちのまちの位置を八方位

を使って表すこと。 

①市の行政区分と鉄道網の地

図を見て，市の広がりを確かめ

る。 

②市内における自分たちのま

ちの位置について，八方位を使

って表現する。 

③市全体の地図を見たり，市の

輪郭を描き写したりして，市の

広さやおおまかな形状を確か

める。 

【知】八方位の表し方を理解

し，市内における自分たちの

まちの位置を八方位を使っ

て表現している。（発）（ノ） 

市のさまざま

な場所を調べ

よう 

P30～31 

【配時 1】 

市の空中写真や地図

などを見て，気づいた

ことなどをもとに，調

べたいテーマを話し

合って決め，どのよう

に調べればよいか計

画を立てることがで

きるようにする。 

○市の土地の高さを表した地図

を読み取り，市の様子について

調べる計画を立てる。 

◆市内には，さまざまな土地の

高さの場所があること。 

①市の土地の高さを表した地

図を見て，気づいたことを出し

合う。 

②詳しく調べてみたい場所に

ついて話し合う。 

③市の様子について詳しく調

べる計画を立てる。 

【思】市の土地の高さを表し

た地図を見て，考えたことを

グループの中で伝え合って

いる。（発）（ノ） 

①大きな駅の

まわり調べ隊 

P32～33 

【配時 1】 

大きな駅の周辺の土

地利用や交通の様子

と，人々が集まる理由

について，地図や写真

などの資料をもとに

調べることができる

ようにする。 

○横浜駅周辺の空中写真や地図

を読み取り，大きな駅周辺の交

通や土地利用について調べる。 

◆大きな駅を中心に交通網が整

備され，多くの人々に利用され

ていること。 

①空中写真と建物の写真から，

気づいたことを話し合う。 

②地図記号の意味を理解し，駅

周辺の交通や土地利用につい

て考える。 

③横浜駅と中山駅を比べ，気づ

いたことをノートにまとめ，話

し合う。 

【技】調べる観点にもとづい

て適切な資料を読み取り，大

きな駅周辺の様子と自分た

ちの住むまちの様子との比

較を，ノートにまとめてい

る。（ノ） 

②市役所のま

わり調べ隊 

P34～35 

【配時 1】 

市の中心部の土地利

用や公共施設などに

ついて，市役所から取

り寄せた資料などを

もとに調べることが

できるようにする。 

○横浜市役所周辺の空中写真や

地図を読み取り，市役所周辺の

建物や土地利用について調べ

る。 

◆市の中心部には多くの公共施

設があること。 

①市役所周辺の空中写真や建

物の様子の写真から，気づいた

ことを話し合う。 

②地図記号の意味を理解し，市

の中心部の建物の特徴につい

て考える。 

③市の中心部とわたしたちの

まちを比べ，気づいたことをノ

ートにまとめ話し合う。 

【技】調べる観点にもとづい

て適切な資料を読み取り，調

べてわかったことや考えた

ことを，ノートにまとめてい

る。（ノ） 
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③海に面した

所調べ隊 

P36～37 

【配時 1】 

海沿いの土地がどの

ように利用されてい

るのかを地図や写真

などの資料をもとに

調べ，大きな工場が集

まっているわけを考

えることができるよ

うにする。 

○海に面した土地の空中写真や

地図を読み取り，海に面した所

の土地利用の特徴を調べる。 

◆臨海部には埋立て地がつくら

れ，工場用地として使われてい

ること。 

①海沿いの地域の空中写真や

建物の様子の写真から，気づい

たことを話し合う。 

②地図記号の意味を理解し，海

沿いの建物の特徴について考

える。 

③海に面した所とわたしたち

のまちを比べ，気づいたことを

ノートにまとめ話し合う。 

【技】調べる観点にもとづい

て適切な資料を読み取り，調

べてわかったことや考えた

ことを，ノートにまとめてい

る。（ノ） 

はるなさんが

調べた 

住む人がふえ

ている所 

P38～39 

【配時 2(複

線)】 

人口が増えている新

興住宅地の様子につ

いて，実際に住んでい

る人の話や地図など

の資料をもとに調べ，

人口が増えているわ

けを考えることがで

きるようにする。 

○住む人が増えている地域の空

中写真や地図を読み取り，地域

の様子を調べる。 

◆人口が増加している地域は，

住宅地として開発が進んでいる

こと。 

①住む人が増えている地域の

空中写真や建物の様子の写真

を見て，気づいたことを話し合

う。 

②地図記号の意味を理解し，住

む人が増えている地域の様子

について考える。 

③住民へのインタビューや資

料をもとに，わかったことをノ

ートにまとめる。 

【技】調べる観点にもとづい

て適切な資料を読み取った

り，インタビューしたりし

て，わかったことや考えたこ

とを，ノートにまとめてい

る。（ノ） 

ひろきさんが

調べた 

川が流れてい

る所 

P40～41 

【配時 2（複

線）】 

川沿いの土地の地形

的な特色や土地利用

などについて，関連施

設の人の話や写真な

どの資料をもとにし

て調べることができ

るようにする。 

○川の流域の立体地図を見たり

流域センターを見学したりし

て，川の流域の様子を調べる。 

◆川は高い土地から低い土地へ

流れており，場所によって地形

や土地利用が変化すること。 

①鶴見川流域の鳥瞰図を見て，

気づいたことを話し合う。 

②鶴見川流域センターの人の

話から，わかったことを話し合

う。 

③上流・中流・下流の写真を比

べて，土地利用の様子について

気づいたことを話し合う。 

【技】調べる観点にもとづい

て適切な資料を読み取った

り，インタビューしたりし

て，わかったことや考えたこ

とを，ノートにまとめてい

る。（ノ） 

まなみさんが

調べた 

緑の多い所 

P42～43 

【配時 2（複

線）】 

緑の多い所がどのよ

うに利用されている

か市役所の人に話を

聞いて調べたり，緑が

多い所の分布を地図

などの資料をもとに

調べたりすることが

できるようにする。 

○緑の多い所の分布図や空中写

真を読み取り，緑が多い所がど

のように利用されているのかを

調べる。 

◆市内の緑地の分布や，緑地が

公園や農地などに利用されてい

ること。 

①市内の緑地の写真を見て，気

づいたことを話し合う。 

②市役所へのインタビューや

資料をもとに緑地の分布やそ

の利用について調べる。 

③緑が多い所について調べて，

わかったことを白地図やノー

トにまとめる。 

【技】調べる観点にもとづい

て適切な資料を読み取った

り，インタビューしたりし

て，わかったことや考えたこ

とを，白地図やノートにまと

めている。（ノ） 

市の土地の様

子をまとめよ

う 

P44～45 

【配時 1】 

調べてきたことを地

図にまとめ，正規の土

地利用図とともに見

ながら気づいたこと

を話し合い，地形や土

地利用が場所によっ

てちがいがあること

をとらえることがで

きるようにする。 

○これまで調べてきたことを地

図にまとめ，自分たちの市の特

色について話し合う。 

◆地形や土地利用は，場所によ

ってちがいがあること。 

①各グループがこれまで調べ

てきたことを地図にまとめる。 

②まとめた地図を見て，市の様

子について気づいたことを話

し合う。 

③「まとめる」を参考に，市の

土地利用について気づいたこ

とや考えたことをノートに書

く。 

【技】市の様子について調べ

たことを，白地図にまとめて

いる。また，地図から市全体

の土地利用の特色を読み取

っている。（ノ）（発） 

【思】自分たちの市の特色に

ついて考え，ノートに表現し

ている。（ノ）（発） 

〈深める〉 

ポスターをつ

くって，市を

しょうかいし

よう 

P46～47 

【配時 1】 

自分たちの市の様子

について，観察や写

真・地図などの資料を

もとに調べたことを

ポスターに表現し，そ

の特色をとらえさせ

る。 

○自分たちの市を紹介するポス

ターを作り，発表会をする。 

◆自分たちの市の特色を他者に

対して伝えるために，これまで

作成した白地図などを活用して

ポスターを作成すること。 

①自分たちの住むまちや市の

学習を振り返り，写真や地図，

作成物を活用する。 

②どのようなポスターにする

のか，表現の工夫などについて

話し合う。 

③まとめたポスターをもとに

発表し，感想を話し合う。 

【思】市全体の土地の様子や

特色ある場所などを，自分の

住むまちとの位置関係や方

位を考えながら，文章やポス

ターに表現している。（ノ） 
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大単元２ 働く人とわたしたちのくらし 配当時間 21 時間 
教科書 ３・４上 

P48～95 

 

目  標 

●地域の販売や生産に関する仕事について調べさせ，その仕

事の特色や他地域とのかかわりについて理解させる。 

 

●地域の販売や生産に携わる人々の仕事の工夫について考えさ

せ，それらの仕事が自分たちの生活を支えていることを理解

させる。

評価規準 

●社会的事象への関心・意欲・態度 

地域の人々の販売や生産の仕事の様子に関心をもち，それ

を意欲的に調べ，地域の販売や生産の仕事と自分たちの生

活との関わりを考えようとしている。 

●社会的な思考・判断・表現 

地域の人々の販売や生産の仕事の様子から学習問題を見

いだして追究し，それらの仕事に携わっている人々の工夫

について思考・判断したことを適切に表現している。 

●観察・資料活用の技能 

地域の人々の販売や生産の仕事の様子を的確に見学，調査し

たり，具体的な資料を活用したりして，必要な情報を集めて

読み取ったりまとめたりしている。 

●社会的事象についての知識・理解 

販売や生産の仕事に携わっている人々の工夫について理解し

ている。 

 

大単元の構成 

大単元の主題… 販売や生産にかかわる仕事および働く人々の工夫や他地域とのかかわりの理解  

       

 オリエンテーション ① 

わたしたちの身近にある販売や生産の仕事に関心をもち，その様子やわた

したちの生活とのつながりについて調べる意欲をもたせる。 

 

  
      

〈せんたく〉 
      

１ 店で働く人と仕事⑪   ２ 工場で働く人と仕事⑧  ２ 農家の仕事⑧ 
   

         

買い物はどこで①   まちで人気のしゅうまい①  給食のざいりょうはどこから 
   

         

買い物調べをしょうかいしよう①   工場をたずねて②  加藤さんの畑をたずねて 

         

スーパーマーケットのよいところ①   工場見学からもどって①  こまつなづくりのくふう 

         

見学に行こう①   働く人が気をつけていることは①  こまつなとわたしたち 

         

スーパーマーケットの様子を 

調べよう② 

 

  どんな仕事をしているのかな①  加藤さんの願い 

       

  
  原料はどこから，製品はどこへ①   

 

店で働く人の様子① 
       

  
  地いきとともに歩むものづくり①   

 

商品はどこから来るのか 

調べよう① 
       

   
＊学校や地域の実情に合わせ 

て，「工場」または「農家」 

のいずれかを選択する。 

 
  

買い物で気をつけていること①     

         

こんなくふうがあったよ①  
  

   
 

 
         

さまざまな店や買い物のしかた①     深める 

ちらしをつくって，仕事のくふうを伝えよう① 
      

○の中の数字は，配当時数。  
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小単元１ 店で働く人と仕事 配当時間 11 時間 
教科書 ３・４上 

P50～69 

 

目  標 

●買い物調べやスーパーマーケット見学を通して，販売の仕

事の様子，商品を通じた他地域とのつながりについて調べ

させ，販売に携わる人々の工夫について考えさせる。 

●客の買い物の工夫と店の販売の工夫とのかかわりについ

て考えさせ，販売の仕事が自分たちの生活を支えているこ

とを理解させる。 

 

評価規準 

●社会的事象への関心・意欲・態度 

・家の人が買い物でよく行く店やよく買う商品について興

味・関心をもち，買い物調べの計画を立てようとしている。 

・スーパーマーケット見学の意欲を高め，調べたいことや注

意することについて，グループごとに話し合ったり，ノー

トに書いたりしている。 

●社会的な思考・判断・表現 

・スーパーマーケットに多くの人が集まる理由を予想し，ス

ーパーマーケットのよいところをカードに書くとともに，

スーパーマーケット見学の計画を立て，ノートに書いてい

る。 

・スーパーマーケットで働く人が販売で工夫していること，

また，客が買い物で気をつけていることについて考え，ノ

ートに書いている。 

・客の願いと店の工夫のかかわりについて考え，ノートに書

いている。 

●観察・資料活用の技能 

・買い物調べで調べたことを地図や表・グラフに表している。 

・スーパーマーケットの売り場の様子や品物の並べ方を視点

を決めて観察したり，買い物客へインタビューしたりして，

必要な情報を集めている。 

・スーパーマーケットで売られている商品の産地の調べ方を

知り，調べている。 

●社会的事象についての知識・理解 

・スーパーマーケットの見学を通して，店で働く人がどのよ

うな工夫をしているか，視点ごとにとらえている。 

・店が商品の仕入れを通じて，同内外の他地域とかかわって

いることを理解している。 

・賞味期限やリサイクルマークなどの表示，さまざまなサー

ビスを理解している。 

 

 

指導・評価のポイント 

教科書では見学が１回のみの場合を想定しているが，可能

であれば複数回実施したい。「まち探検」学習と同様に，見

学先との十分な打ち合わせが必要である。商店の営業時間内

に実施することになるため，必要最低限の時間内に見学を終

えられるようにしたい。評価では，店の工夫について記録し

た見学カードなどをもとに，クラス内で共有することに重点

を置きたい。話し合いによって店の工夫を類型化（教科書で

は「値段，品揃え，新鮮さ，便利さ」）し，それに沿った発

言内容やノート記述を見取るようにする。 

 

  



12 

学習指導計画 大単元名：働く人とわたしたちのくらし 

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

オリエンテー

ション 

P48～49 

【配時 1】 

わたしたちの身近に

ある販売や生産の仕

事に関心をもち，その

様子やわたしたちの

生活とのつながりに

ついて調べる意欲を

もたせる。 

○まち探検や市の様子調べの活

動を振り返り，地域には販売や

生産の仕事があり，それらの仕

事がわたしたちの生活とどのよ

うなかかわりがあるのかに関心

をもち，学習の見通しをもつ。 

◆まちには，販売や生産の仕事

にたずさわる人たちがいるこ

と。 

①「まち探検」の学習を振り返

り，どのような仕事で働く人が

いたか発表し合う。 

②発表した仕事の中から，販売

（商業）と生産（農業と工業）

にかかわるものに分類し，発表

する。 

③生産物が販売されることに

よって，自分たちの暮らしとか

かわっていることを話し合う。 

【関】教科書の写真をもと

に，生産（野菜，しゅうま

い）・販売（店）と，自分の

暮らし（買い物）とのつなが

りに関心をもち，それらの仕

事について調べようとして

いる。（発） 

 

学習指導計画 小単元名：店で働く人と仕事 

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

買い物はどこ

で 

P50～51 

【配時 1】 

家の人の買い物につ

いて想起させ，調べる

計画を立てることが

できるようにする。 

○家の人が普段どんな店で買い

物をしているのか発表し，買い

物調べの計画を立てる。 

◆家の人が普段さまざまなお店

で買い物をしたり，さまざまな

商品を買ったりしていること。 

①家の人の買い物の様子を振

り返り，買い物によく行く店，

よく買う商品を発表する。 

②家の人に買い物について尋

ね，わかったことをカードに書

く計画を立てる。 

③買い物調べをする日を決め，

調べ方や「買い物調べカード」

の書き方をおさえる。 

【関】家の人が買い物によく

行く店やよく買う商品につ

いて興味・関心をもち，買い

物調べの計画を立てようと

している。（発） 

買い物調べを

しょうかいし

よう 

P52～53 

【配時 1】 

買い物調べで調べた

ことをもとに，店のあ

る場所やよく行く店

をまとめ，買い物の特

徴をとらえることが

できるようにする。 

○買い物調べで調べたことを発

表し，店のある場所や調べた人

の人数を，地図や表・グラフに

まとめ，気づいたことを話し合

う。 

◆人が多く通るところに店が多

かったり，スーパーマーケット

に多くの人が買い物に行ったり

していること。 

①調べた店の分布を買い物地

図にまとめたり，人数を表やグ

ラフにまとめたりして，気づい

たことを発表し合う。 

②まとめた表やグラフから，多

くの人が行く店を指摘する。 

③その店に多くの人が行く理

由を考え，学習問題をつくる。 

【技】買い物調べで調べたこ

とを地図や表・グラフに表し

ている。（行） 

【思】買い物調べでまとめた

地図や表・グラフをもとに，

買い物によく行く店の特徴

について考え，学習問題をつ

くり，表現している。（ノ）

（発） 

スーパーマー

ケットのよい

ところ 

P54～55 

【配時 1】 

スーパーマーケット

のよいところを話し

合い，スーパーマーケ

ットについて詳しく

調べる意欲をもつこ

とができるようにす

る。 

○スーパーマーケットに多くの

人が行く理由を考え，スーパー

マーケットを調べる計画を立て

る。 

◆スーパーマーケットには，よ

いところがたくさんあること。 

①スーパーマーケットのよい

ところを話し合い，カードに書

く。 

②スーパーマーケットに多く

の人が行く理由を予想する。 

③予想をもとに，スーパーマー

ケットについて調べる計画を

立てる。 

【思】スーパーマーケットに

多くの人が集まる理由を予

想し，よいところをカードに

書き，見学の計画を立ててい

る。（ノ） 
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見学に行こう 

P56～57 

【配時 1】 

スーパーマーケット

見学に向けた意欲を

もち，見学の計画を立

てることができるよ

うにする。 

○スーパーマーケットを見学す

る計画を立て，見学の視点や決

まりを確認する。 

◆スーパーマーケットでは，商

品が並んでいたり，働く人やお

客の人がたくさんいたりして，

気をつけて見学しなければなら

ないこと。 

①スーパーマーケットの見学

で調べたいこと，気をつけるこ

とをグループごとに話し合い，

発表する。 

②インタビューしたいことを

まとめ，インタビューの練習を

する。 

③スーパーマーケット見学の

日時，道順，持ち物について確

認する。 

【関】スーパーマーケット見

学の意欲を高め，調べたいこ

とや注意することについて，

グループごとに話し合った

り，ノートに書いたりしてい

る。（発）（ノ） 

スーパーマー

ケットの様子

を調べよう 

P58～59 

【配時 2】 

スーパーマーケット

見学を通して，店がお

客のことを考えたさ

まざまな工夫をして

いることに気づくこ

とができるようにす

る。 

○スーパーマーケットを見学

し，気づいたこと，わかったこ

とをカードに書く。 

◆スーパーマーケットでは，お

客さんが買い物をしやすいよう

に，値段・品ぞろえ・新鮮さ・

便利さなど，さまざまな工夫を

していること。 

①スーパーマーケットに見学

に行って調べる。 

②スーパーマーケットを見学

したり，働く人にインタビュー

したりして，わかったことを指

摘する。 

③気づいた工夫を，値段・品ぞ

ろえ・新鮮さ・便利さ・その他

のいずれかに分類して，カード

に書く。 

④障がいのある人やお年寄り

の人に合わせた工夫などを見

つけて，カードに書く。 

【技】スーパーマーケットの

売り場の様子について視点

を決めて観察したり，買い物

客へインタビューしたりし

て，必要な情報を集めてい

る。（行） 

店で働く人の

様子 

P60～61 

【配時 1】 

スーパーマーケット

で働く人がお客のこ

とを考えた売り方の

工夫をしていたこと

に気づくことができ

るようにする。 

○スーパーマーケット見学を振

り返り，店で働くさまざまな人

がどのような仕事をしていたか

発表し，仕事の工夫について話

し合う。 

◆スーパーマーケットでは，さ

まざまな人がさまざまな工夫や

努力をして働いていること。 

①スーパーマーケットではど

のような人がどのような仕事

をしていたか，観察したことを

もとに発表する。 

②スーパーマーケットで働く

人はどのようなことに気をつ

けていたか，インタビューした

ことをもとに発表する。 

③スーパーマーケットで働く

人の仕事の工夫について考え，

話し合う。 

【思】スーパーマーケットで

働く人が，どのような工夫を

して商品を販売しているか

考え，ノートに書いている。

（ノ） 

商品はどこか

ら来るのか調

べよう 

P62～63 

【配時 1】 

スーパーマーケット

の商品の仕入れ先が

広く国内外にわたり，

わたしたちの暮らし

が他地域とかかわっ

ていることに気づく

ことができるように

する。 

○スーパーマーケットで売られ

ている商品の産地を調べ，わか

ったことを発表し合う。 

◆スーパーマーケットの商品の

仕入れ先が広く国内外にわたっ

ていること。 

①スーパーマーケットで売ら

れている商品の産地を調べる。 

②調べた商品を絵カードに描

き，白地図に貼る。 

③白地図づくりをもとに，他地

域とのかかわりについてわか

ったことを発表する。 

【知】店が商品の仕入れを通

じて，国内外の他地域とかか

わっていることを理解して

いる。（発） 

買い物で気を

つけているこ

と 

P64～65 

【配時 1】 

お客や家の人は，さま

ざまなことに気をつ

け，工夫して買い物を

していることに気づ

くことができるよう

にする。 

○お客や家の人が，どのような

ことに気をつけて買い物をして

いたか，またその理由は何か考

え，発表する。 

◆お客は，賞味期限や家族の健

康，環境などを考えて買い物を

していること。 

①インタビューしたお客の思

いや願いについて発表する。 

②家の人に聞いた買い物の工

夫について発表する（家庭学

習）。 

③お客や家の人の買い物の工

夫について話し合う。 

【知】賞味期限やリサイクル

マークなどの表示，さまざま

なサービスを理解している。

（発） 

【思】お客や家の人のインタ

ビューから，買い物の工夫に

ついて考え，適切に表現して

いる。（発）（ノ） 



14 

こんなくふう

があったよ 

P66～67 

【配時 1】 

お客のさまざまな願

いに合わせて，店もさ

まざまな工夫をして

いることに気づくこ

とができるようにす

る。 

○お客の願いと店の工夫とのか

かわりをまとめ，気がついたこ

とを発表する。 

◆店は，お客の願いに合わせて，

工夫をしていること（お客は，

店の工夫を比べて，買い物をし

ていること）。 

①これまでの学習を振り返り，

お客の願いを発表する。 

②お客の願いに合わせた店の

工夫を考え，ノートに書く。 

③お客の願いと店の工夫の対

応関係について，気がついたこ

とを発表する。 

【思】お客の願いと店の工夫

のかかわりについて考え，ノ

ートに書いている。（発） 

さまざまな店

や買い物のし

かた 

P68～69 

【配時 1】 

スーパーマーケット

以外の店や買い物の

仕方について調べ，そ

れぞれのよさに合わ

せた買い物の仕方が

あることに気づくこ

とができるようにす

る。 

○スーパーマーケット以外の店

や買い物の仕方について調べ，

なぜさまざまな方法があるのか

理由を考え，話し合う。 

◆スーパーマーケット以外の店

や買い物の仕方にも，それぞれ

のよさがあり，それに合わせて

お客は買い物を工夫しているこ

と。 

①スーパーマーケット以外の

店や買い物の仕方について発

表する。 

②それぞれの特徴を発表する。 

③「まとめる」を参考に，生活

に合わせた買い物の工夫につ

いて考え，ノートに書く。 

【知】専門店やコンビニエン

スストアなどの店，インター

ネットショッピングなど，多

様な買い物の仕方のよさに

ついて理解している。（発） 

【思】さまざまな店や買い物

の仕方のよさや自分の暮ら

しとのつながりについて考

え，表現している。（ノ） 
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小単元２ 工場で働く人と仕事 配当時間 8 時間 
教科書 ３・４上 

P70～83 

 

目  標 

●しゅうまい工場を見学する計画を立て，見学を通して工場

の仕事の様子をとらえさせる。 

●生産の工夫や努力，地域とのつながりなどについてとらえ，

工場と自分たちの生活とのつながりについて考えさせる。 

 

評価規準 

●社会的事象への関心・意欲・態度 

・しゅうまいづくりについて意欲的に調べ，しゅうまいづく

りの仕事と自分たちの生活とのつながりを考えようとし

ている。 

●社会的な思考・判断・表現 

・しゅうまい工場の仕事の様子について，学習問題や学習計

画を考え，表現している。 

・しゅうまい工場ではさまざまな工夫や努力により，衛生的

で安全な製品を効率よく生産していることについて考え，

適切に表現している。 

●観察・資料活用の技能 

・しゅうまいづくりについて，調べる観点にもとづいた適切

な方法で調べ，わかったことを見学メモやノートなどにま

とめている。 

 

●社会的事象についての知識・理解 

・工場でのしゅうまいづくりや働く人たちの努力や工夫，原

料や流通を通した他地域とのつながり，地域とのつながり

を大切にする工場の人の思いを理解している。 

 

指導・評価のポイント 

見学を受け入れている工場では，見学ルートがほぼ決めら

れている。そのルート上で子どもに気づかせたいことは何か

あらかじめ確認しておき，着目点を設定しておく。例えば，

工場の「ベルトコンベア」と「運ばれる物」に着目させる。

製造工程が進むにつれて物が加工され，製品となる様子を観

察することで，流れ作業という概念を理解させたい。また，

「働く人の作業」も必ず着目させる。機械化や自動化された

工場でも，働く人がいて機械にはできない仕事をしている。

それは何かを工場の人にインタビューさせるとよい。そこに，

仕事上の工夫や努力が潜んでいるのである。 

評価では，工場の仕事やその工夫の理解について，見学計

画時の「調べてくること」に沿って，「見たこと」「きいたこ

と」「ぎもん」などの見学カードをまとめているかを見取る。

また，原料や製品の流通，工場で働く人の通勤圏などを簡単

な地図にまとめさせることで，他地域とのつながりの理解を

見取る。 
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学習指導計画 小単元名：工場で働く人と仕事 

※「工場で働く人と仕事」と「農家の仕事」のどちらかを選択して学習     

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

まちで人気の

しゅうまい 

P70～71 

【配時 1】 

実物のしゅうまいか

ら気づいたことをも

とに，しゅうまいづく

りについて調べたい

ことや調べ方を話し

合い，工場見学の計画

を立てることができ

るようにする。 

○自分たちの市でつくられてい

るしゅうまいに興味をもち，し

ゅうまいをつくる仕事について

調べるために調べ方や調べる内

容について話し合い，工場見学

の計画を立てる。 

◆自分たちの市でつくられてい

るものにはどんなものがあるか

を知り，それがどのようにつく

られているか調べる方法として

工場見学に行くこと。 

①自分たちの市で生産されて

いるものを観察して，気づいた

ことや感じたことを話し合う。 

②工場見学に向けて，調べてく

ることや調べ方を考える。 

③工場見学の計画を立て，学習

問題をつくる。 

【関】自分たちの市でつくら

れているものに興味・関心を

もち，それについて意欲的に

調べようとしている。（行） 

【思】工場の仕事には，どの

ような工夫があるのかとい

う学習問題を考え，表現して

いる。（発）（ノ） 

工場をたずね

て 

P72～73 

【配時 2】 

しゅうまい工場を見

学して，工場の中の様

子やしゅうまいづく

りの工程，働く人の役

割についてとらえる

ことができるように

する。 

○しゅうまい工場で，生産工程

の様子を，観察したり聞き取っ

たりする。 

◆しゅうまい工場では，いろい

ろな機械を使ったり，働く人が

工夫をしたりしながら１日にた

くさんのしゅうまいをつくって

いること。 

①前時に決めた｢調べてくるこ

と｣をもとに，工場ではしゅう

まいをどのようにつくってい

るか，見学して調べる。 

②観察してもわからなかった

ことを，工場で働く人にインタ

ビューして調べる。 

③しゅうまいづくりの作業工

程を確かめる。 

【技】自分たちで話し合った

観点にもとづいて見学した

り，話を聞き取ったりしてい

る。（行）（ノ） 

工場見学から

もどって 

P74～75 

【配時 1】 

工場を見学した時に

メモした内容をノー

トにまとめ，わかった

こと，さらに調べたい

ことを確かめること

ができるようにする。 

○工場を見学してわかったこと

を整理し，そこでわかったこと

をもとにもっと調べたいことを

話し合う。 

◆実際に見学してわかったこと

を整理するとともに，そこから

出された新たな疑問や，実際に

は見学できなかった部分につい

ての疑問をもてること。 

①見学して気づいたことやわ

かったことを，見学メモをもと

にカードを作成する。 

②カードに書いたことを黒板

にまとめながら，わかったこと

や気づいたことを話し合う。 

③話し合ったことをもとに，ま

だわからないことや，さらに調

べてみたいことをノートに書

く。 

【技】見学でわかったことを

観点に沿って出し合い，それ

らを分類したり，関連づけた

りしながらまとめている。

（行）（ノ） 

働く人が気を

つけているこ

とは 

P76～77 

【配時 1】 

工場の設備や働く人

たちの服装について

調べ，工場では特に衛

生と安全に気をつけ

て生産していること

に気づくことができ

るようにする。 

○工場の設備や働く人たちの服

装などを調べ，工場で働く人た

ちは，どんなことに気をつけな

がらしゅうまいをつくっている

か話し合う。 

◆工場で働く人たちは，特に衛

生と安全に気をつけてしゅうま

いづくりに取り組んでいるこ

と。 

①工場の施設や工場で働く人

たちの服装について，見学して

きたことや資料をもとに気づ

いたことを発表し合う。 

②工場で働く人たちが気をつ

けていることを，工場の人への

インタビューなどをもとにと

らえる。 

③調べてわかったことや考え

たことをまとめる。 

【思】工場の設備や働く人の

服装の様子から，安全・衛生

に気をつけて仕事をしてい

ることに気づき，表現してい

る。（ノ） 
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どんな仕事を

しているのか

な 

P78～79 

【配時 1】 

工場で働く人たちが

さまざまな仕事を分

担したり，交替で働く

時間を調整したりし

ていることをとらえ，

多くの人たちが協力

して働いていること

に気づくことができ

るようにする。 

○しゅうまいづくり以外の仕事

や，働く人たちの労働時間など

について調べ，工場で働く人々

のさまざまな取り組みや工夫に

ついて話し合う。 

◆工場ではしゅうまいづくり以

外にもしゅうまいにかかわるさ

まざまな仕事があり，働く人た

ちは働く時間をずらすなどの工

夫をしていること。 

①工場では，しゅうまいづくり

の他に，どんな仕事をする人が

いるのか調べる。 

②工場の人たちの働き方や，仕

事の工夫について調べる。 

③さまざまな部門で働く人た

ちの様子を調べて，わかったこ

とや考えたことをまとめる。 

【知】工場には，しゅうまい

づくり以外にもさまざまな

仕事をする人がいることや，

働く人が働きやすいように，

働く時間や設備などに工夫

をしていることを理解して

いる。（ノ） 

原料はどこか

ら，製品はど

こへ 

P80～81 

【配時 1】 

しゅうまいの原料が

運ばれてくる地域や，

製品の配送先や配送

方法を調べて，自分た

ちの市と国内外の他

地域とのつながりや

工場の立地の工夫に

気づくことができる

ようにする。 

○しゅうまいの原料が運ばれて

くる地域や製品の配送先，輸送

のための工夫について調べ，気

づいたことをまとめる。 

◆しゅうまいの原料が国内外の

さまざまな地域から運ばれてき

たり，早く届ける工夫をしなが

ら製品が国内の各地に配送され

ていったりすること。 

①しゅうまいの原料は，どこか

ら運ばれてくるのか調べ，地図

に表す。 

②製品はどこへ，どのようにし

て運ばれているのか，工場の人

の話や地図などの資料をもと

に調べる。 

③しゅうまいづくりと他地域

とのつながりや，出荷の際の工

夫について考える。 

【技】しゅうまいの原料が運

ばれてくる地域や配送先，工

場の立地条件について地図

や資料から読み取ったり，地

図に表したりしている。（発）

（ノ） 

地いきととも

に歩むものづ

くり 

P82～83 

【配時 1】 

工場での環境への配

慮や，しゅうまいづく

りの歴史を調べるこ

とで，ものづくりの工

夫や地域とのつなが

りについて気づくこ

とができるようにす

る。 

○しゅうまいづくりは，どのよ

うにして続けられてきたのか工

場の人の話から調べ，工場と地

域のつながりについて話し合

い，しゅうまいづくりについて

まとめる。 

◆工場の人たちは，環境への配

慮やまちの歴史を大切にして，

地域とのつながりの中で仕事を

していること。 

①工場における環境や資源へ

の配慮について調べる。 

②しゅうまいづくりの歴史に

ついて調べ，地域とのつながり

について考える。 

③「まとめる」を参考に，調べ

てきて考えたことや感じたこ

とをノートに書く。 

【思】しゅうまいづくりにつ

いて学習したことを，キーワ

ードをもとにまとめている。

（ノ）（テ） 

〈深める〉 

ちらしをつく

って，仕事の

くふうを伝え

よう P84～85 

【配時 1】 

販売と生産の仕事を

調べてきてわかった

ことや，考えたことな

どをもとに，仕事の工

夫を伝えるちらしに

まとめることができ

るようにする。 

○販売と生産の仕事について調

べてわかったことを振り返りな

がら，それらを総合させたちら

しにまとめる。 

◆販売と生産の仕事の工夫を他

者に対して伝えるために，見出

しやキャッチフレーズを話し合

いながら考え，ちらしを作成す

ること。 

①商店や工場（農家）の仕事の

学習を振り返り，それらを宣伝

するちらしをつくるには，どん

なことに気をつければよいか

を話し合う。 

②それぞれの仕事の工夫や，他

地域とのつながり，自分の生活

とのかかわりについて表現す

る。 

③まとめたちらしをもとに発

表し，感想を話し合う。 

【思】店や工場，農家の仕事

は自分たちとかかわりがあ

り，自分たちの暮らしを支え

ていることを考え，ちらしや

ノートに表現している。（ノ） 
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小単元２ 〈せんたく〉農家の仕事 配当時間 8 時間 
教科書 ３・４上 

P86～95 

 

目  標 

●こまつな農家を見学する計画を立て，見学を通して農家の

仕事の様子をとらえさせる。 

 

●生産の工夫や努力，地域とのつながりなどについてとらえ，

農家の仕事と自分たちの生活とのつながりについて考え

させる。

 

評価規準 

●社会的事象への関心・意欲・態度 

・こまつなづくりについて意欲的に調べ，農家の仕事と自分

たちの生活とのつながりを考えようとしている。 

●社会的な思考・判断・表現 

・こまつな農家の仕事の様子について，学習問題や学習計画

を考え，表現している。 

・こまつな農家ではさまざまな工夫や努力により，おいしく

安全な農産物を生産していることについて考え，適切に表

現している。 

●観察・資料活用の技能 

・こまつなづくりについて，調べる観点にもとづいた適切な

方法で調べ，わかったことをノートや農事ごよみやノート

にまとめている。 

●社会的事象についての知識・理解 

・こまつな農家の人の努力や工夫，地域とのつながり，地域

の農業のあり方についての農家の人の願いを理解してい

る。 

 

指導・評価のポイント 

教科書では，学校給食の食材を導入教材とすることで，「自

分たちの生活を支えている」ことをとらえられるように構成

している。栄養バランスを踏まえた給食の献立作成や「地産

地消」の考え方について，栄養教諭から解説していただくな

どの協力も得るとよい。また，前単元「店で働く人と仕事」

と関連させて，商店の地産地消コーナーで販売されている農

産物の実物を導入教材としてもよいだろう。 

見学先の農家の選定は，市町村の農業委員や農業協同組合

（ＪＡ）などと相談するとよい。農家が決まれば，見学対象

の農地，施設，農作業とその工夫，農産物の流通の様子など

について打ち合わせしておく。農産物生産は長期に渡る期間

を必要とするため，農作業全体のごく一部しか見学できない。

見学できない農産物生産のサイクルや農事暦については，イ

ンタビューするかＪＡなどが作成した資料などを活用する。 

評価のポイントは，自分とのかかわりに言及しているかど

うかである。農家の仕事は，日々口にする食品にかかわるこ

とから「自分たちの生活を支えている」ことに結びつけやす

い。もちろん，「農家の仕事」の理解も重要であるが，３年

生段階での「農業」に対する関心も高めておきたい。
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学習指導計画 せんたく：農家の仕事 

※「工場で働く人と仕事」と「農家の仕事」のどちらかを選択して学習     

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

〈せんたく〉 

給食のざいり

ょうはどこか

ら 

P86～87 

【配時－】 

自分たちが住んでい

る地域で多くの野菜

がつくられているこ

とをとらえるととも

に，こまつなづくりに

ついて調べたいこと

や調べる方法を話し

合い，農家の畑の見学

計画を立てることが

できるようにする。 

○市で生産されている野菜の分

布図を読み取り，学校の近くで

生産されているこまつなについ

て調べたいことを話し合う。 

◆自分たちの住んでいる市では

野菜が生産されていることを知

り，そのことについて調べる計

画を立てること。 

①給食のメニューや資料を見

て，自分たちの地域の野菜づく

りに関心をもつ。 

②自分たちの地域の農作物に

ついて，知りたいことや調べた

いことを考える。 

③農家見学の計画を立て，学習

問題をつくる。 

【関】市の野菜の生産につい

て興味・関心をもち，見学計

画を立てようとしている。

（発）（ノ） 

【思】農家の仕事には，どの

ような工夫があるのかとい

う学習問題を考え，表現して

いる。（発）（ノ） 

〈せんたく〉 

加藤さんの畑

をたずねて 

P88～89 

【配時－】 

こまつな畑の見学を

通して，畑の様子や，

こまつなづくりの様

子についてとらえる

ことができるように

する。 

○こまつなを生産している農家

を見学し，こまつなづくりの仕

事について調べる。 

◆こまつなづくりの農家では，

一年を通して畑やビニールハウ

スの中でこまつなの生産をして

いること。 

①地域の農家の畑へ見学に行

き，畑の様子を観察する。 

②農家の加藤さんにインタビ

ューする。 

③教室に戻り，見学してわかっ

たことやもっと学びたいこと

をまとめる。 

【技】見学前に立てた見学の

視点に沿って，観察をした

り，話を聞き取ったりしてい

る。（行）（ノ） 

〈せんたく〉 

こまつなづく

りのくふう 

P90～91 

【配時－】 

農家では，土づくりや

生産する時期の工夫

など，さまざまな努力

や工夫をして，おいし

いこまつなをつくろ

うとしていることに

気づくことができる

ようにする。 

○こまつなの生産の様子につい

て振り返り，こまつなづくりの

工夫について農家の人から聞き

取ったことをもとにまとめる。 

◆こまつなづくりの農家では，

土づくりの工夫をしたり，害虫

を防いだりするなどの工夫をし

ていること。 

①見学時の観察やインタビュ

ーをもとに，農家の仕事を農事

ごよみにまとめる。 

②こまつなづくりの工夫がど

のように取り組まれているの

か，詳しく調べる。 

③こまつなづくりの工夫につ

いて，調べて考えたことをまと

める。 

【知】農家では土づくりや害

虫の駆除，育ちを早める工夫

など，こまつなづくりの工夫

をしていることを理解して

いる。（ノ） 

〈せんたく〉 

こまつなとわ

たしたち 

P92～93 

【配時－】 

こまつなの出荷先や

出荷方法を調べて，新

鮮なこまつなを届け

る農家の工夫や，他地

域とのつながりにつ

いて気づくことがで

きるようにする。 

○こまつなの収穫の様子につい

て見学し，出荷の様子や出荷先

について調べ，農家と自分たち

の生活のつながりについて考え

をまとめる。 

◆収穫したこまつなは，地元や

他の地域に出荷され，自分たち

の生活とつながっていること。 

①こまつなの収穫の様子を見

学する。 

②収穫されたこまつながどこ

へ運ばれていくのかを調べる。 

③さまざまな出荷先があるこ

とを踏まえて，こまつなの出荷

の方法や工夫について調べる。 

【知】収穫したこまつなが，

市内や他地域に出荷されて

いることを理解している。

（ノ） 

〈せんたく〉 

加藤さんの願

い 

P94～95 

【配時－】 

こまつなづくり以外

のさまざまな活動に

ついて調べて，農家の

仕事をさかんにする

ためにいろいろな努

力や工夫をしている

ことに気づくことが

できるようにする。 

○こまつなの生産以外の仕事に

ついて調べ，農家の人の工夫や

願いを知り，学習全体を振り返

りまとめる。 

◆こまつなづくりの農家では，

地元の農作物や農家の仕事のよ

さを伝えるために，さまざまな

工夫や努力をしていること。 

①こまつなづくり以外の，農家

の人の取り組みについて調べ

る。 

②農家の人がさまざまな取り

組みを行っている理由を調べ，

そこに込められた思いや願い

について考える。 

③「まとめる」を参考に，こま

つなづくりについて調べてき

て考えたことや感じたことを

まとめる。 

【思】農家の仕事について学

習したことを，キーワードを

もとに表現している。（ノ）

（テ） 
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大単元３

小単元２ 

変わるわたしたちのくらし 

昔の道具とくらし 
配当時間 10 時間 

教科書 ３・４上 

P106～117 

 

目  標 

●古くから残る暮らしにかかわる道具や，それらを使ってい

た頃の暮らしの様子について調べ，地域の人々の生活の変

化や願い，地域社会のよりよい発展について考えさせる。

 

評価規準 

●社会的事象への関心・意欲・態度 

・古い道具やそれらを使っていた頃の人々の生活の様子につ

いて関心をもち，意欲的に調べようとしている。 

 

 

 

 

●社会的な思考・判断・表現 

・調べたいことや調べる計画を考え，表現している。 

・昔の道具を使って感じたことをもとに，道具の変化にとも

なって生じた人々の生活の変化について考え，表現してい

る。 

 

 

 

 

●観察・資料活用の技能 

・道具を観察したり，郷土資料館の人に聞いたりして，道具

の使い方や使われた時期など必要な情報を集め，絵カード

にまとめている。 

・昔の生活の様子についてインタビューして，必要な情報を

集めている。 

・調べてきたことを年表にまとめることができている。 

●社会的事象についての知識・理解 

・祖父母の世代が子どもの頃の暮らしの様子を理解している。 

・父母の世代が子どもの頃の暮らしの様子を理解している。 

・昔と今の道具の違いに気づき，道具が変化してきたことや，

それにともなって人々の生活も変化してきたこと，道具の

工夫や生活の変化には暮らしをよりよくしようとする願

いや努力があったことを理解している。 

指導・評価のポイント 

この単元では，道具という具体物を通じて「人々の生活の

変化」をとらえさせる。人々の生活に変化をもたらしたのは，

学習指導要領内容（３）で扱う水道，電気，ガスのインフラ

整備にある。用途が同じ道具の変化に加え，その変化に共通

するものを考えさせるようにしたい。 

祖父母世代や父母世代へのインタビュー活動では，地域差

や個人差が相当に大きいと思われる。変わったことと，変わ

らないことの両面を調べるようにしたい。 

評価のポイントは，道具調ベカードや年表などの作成物だ

けでなく，道具や暮らしの変化をとらえているかである。現

在の暮らしが過去の延長上にあることや，より快適なもの・

より便利なものへの思いや願いが原動力となって，技術や生

活を革新してきたことを理解させるようにしたい。 

 

大単元の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の人々の暮らしの変化 

２ 昔の道具とくらし ⑩ 

おじいさん，おばあさんが子どものころ ① 

昔の道具をさがそう ① 

郷土資料館をたずねて ③ 

体験しよう，昔のせんたく ② 

お父さん，お母さんが子どものころ ① 

年表をつくろう ② 

大単元 

の主題… 

○の中の数字は，

配当時数。 
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学習指導計画 小単元名：昔の道具とくらし 

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

昔の道具をさ

がそう 

P106～107 

【配時 1】 

昔の暮らしの様子が

描かれた絵を見て，昔

の道具やそれらを使

っていた頃の人々の

暮らしについて関心

をもち，学習問題と学

習計画を立てること

ができるようにする。 

○昔の暮らしの様子が描かれた

絵を見て，昔の道具を探したり，

今の道具と比較してそれらの使

い方を考えたりする。 

◆電気，ガス，水道がなく，今

とはちがう道具を使い，家族が

家の仕事を分担して行い，生活

していたこと。 

①絵を見て気がついたことや，

昔の道具を発表する。 

②今の道具とちがうところに

ついて話し合う。 

③昔の道具を使った暮らしに

ついての学習問題をつくる。 

【関】昔の道具やそれらを使

っていた頃の人々の暮らし

について関心をもち，意欲的

に調べようとしている。（行） 

【思】知りたいことをもとに

して学習問題を考え，表現し

ている。（ノ） 

郷土資料館を

たずねて 

P108～109 

【配時 3】 

郷土資料館を見学し，

昔の道具を観察した

り使ったりして，道具

の名前や使われてい

た時期，気づいたこと

や疑問などを絵カー

ドにまとめることが

できるようにする。 

○郷土資料館での見学を計画

し，実際に見学して調べたこと

を絵カードにまとめる。 

◆昔の道具は使うのに手間がか

かるものもあるが，昔の人々の

知恵や工夫が込められているこ

と。 

①郷土資料館を見学して調べ

ることや，調べる方法について

話し合う。 

②見学して道具の名前や使い

方，使われた時期を調べる。 

③調べたことやわかったこと，

考えたことを絵カードにまと

める。 

【技】道具を観察したり，郷

土資料館の人に聞いたりし

て，道具の使い方や使われた

時期など必要な情報を集め，

絵カードにまとめている。

（ノ） 

体験しよう，

昔のせんたく 

P110～111 

【配時 2】 

洗濯板を使って洗濯

をすることで，昔の暮

らしの様子を実感す

るとともに，道具の移

り変わりと人々の生

活の変化について考

えることができるよ

うにする。 

○洗濯板とたらいを使って洗濯

をしたり，洗濯に使う道具の絵

カードを並べて比較したりし

て，道具の移り変わりと人々の

生活の変化について考える。 

◆道具の移り変わりとともに

人々の生活も変化し，便利にな

ったこと。 

①人から教わって洗濯板とた

らいを使った洗濯を体験する。 

②感じたことを話し合う。 

③洗濯に使う道具の絵カード

を並べ，気づいたことを話し合

う。 

【思】昔の道具を使って感じ

たことをもとに，道具の変化

にともなって生じた人々の

生活の変化について考え，表

現している。（発）（ノ） 

おじいさん，

おばあさんが

子どものころ 

P112～113 

【配時 1】 

祖父母の世代の人々

に，子どもの頃の暮ら

しの様子を尋ねて調

べ，道具や暮らしがど

のように変化してき

たかをとらえること

ができるようにする。 

○祖父母の世代の人々に昔使っ

ていた道具のことや暮らしの様

子について質問し，わかったこ

とや考えたことをノートにまと

める。 

◆戦中，戦後すぐは苦しい生活

が続いたこと。子どもも家の仕

事を手伝って働いたこと。 

①祖父母の世代の人々に質問

したいことを整理する。 

②知りたいことをインタビュ

ーする。 

③インタビューをもとに，今と

昔の暮らしのちがいについて

ノートにまとめる。 

【技】祖父母などに子どもの

頃の暮らしについてインタ

ビューし，必要な情報を集め

ている。（行）（ノ） 

お父さん，お

母さんが子ど

ものころ 

P114～115 

【配時 1】 

父母の世代の人々に，

子どもの頃の暮らし

の様子を尋ねて調べ，

道具や暮らしがどの

ように変化してきた

かをとらえることが

できるようにする。 

○父母の世代の人々に遊びの様

子やまちの様子，使っていた電

化製品などについて質問し，わ

かったことや考えたことをノー

トにまとめる。 

◆電気を使う製品が増えたり，

地域の開発が進んだりしたこ

と。 

①父母の世代の人々に質問し

たいことを整理する。 

②知りたいことをインタビュ

ーする。 

③インタビューをもとに，考え

たことをノートにまとめる。 

【技】父母などに子どもの頃

の暮らしについてインタビ

ューし，必要な情報を集めて

いる。（行）（ノ） 

年表をつくろ

う 

P116～117 

【配時 2】 

作成してきた絵カー

ドを活用し，道具の進

歩と暮らしや社会の

変化を関連づけてと

らえ，年表にまとめる

ことができるように

する。 

○絵カードを活用して，時代ご

とに区分して道具の移り変わり

と人々の生活の変化がわかる年

表を作成する。 

◆道具の変化とともに人々の生

活の様子やまちの様子も変化し

てきたこと。 

①絵カードを使って，これまで

に調べてきたことを振り返る。 

②絵カードを順番に並べ，必要

なことを書き加えて年表を作

成する。 

③「まとめる」を参考に，年表

を見てわかったことや考えた

ことをノートに書く。 

【知】道具の変化には，暮ら

しをよりよくしようとする

人々の願いや努力があった

ことを理解している。（テ）

（ノ） 

【思】道具の移り変わりと

人々の暮らしの変化を関連

づけて考え，表現している。

（ノ） 
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大単元４ 安全なくらしとまちづくり 配当時間 18 時間 
教科書 ３・４下 

P４～29，36～37 

 

目  標 

●地域社会における火災および事故の防止について，関係機

関は地域の人々と協力して災害および事故の防止に努め

ていることや，それらの機関が相互に連携して，緊急に対

処する体制をとっていることを，見学，調査したり資料を

活用したりして調べさせる。 

●人々の安全を守るための関係機関のはたらきと，そこに従

事している人々や地域の人々の工夫や努力を考えさせる。 

 

 

評価規準 

●社会的事象への関心・意欲・態度 

地域社会における事故，犯罪や火災の防止のための諸活動

に関心をもち，それを意欲的に調べ，地域社会の一員とし

て地域の人々の安全な生活の維持について考えようとし

ている。 

●社会的な思考・判断・表現 

地域社会における事故，犯罪や火災の防止のための諸活動

の様子から学習問題を見いだして追究し，人々の安全を守

るための関係機関のはたらき，そこに従事している人々や

地域の人々の工夫や努力について，思考し判断したことを

言語などで適切に表現している。 

 

●観察・資料活用の技能 

地域社会における事故，犯罪や火災の防止のための諸活動

の様子を的確に調査，見学したり，具体的な資料を活用し

たりして，必要な情報を集めて的確に読み取ったりまとめ

たりしている。 

●社会的事象についての知識・理解 

人々の安全を守るための関係機関のはたらきとそこに従

事している人々や地域の人々の工夫や努力を理解してい

る。 

 

 

大単元の構成 
 

大単元の主題… 火災および事故の防止に努める関係機関や地域の人々の工夫や協力  

    

 オリエンテーション ① 

交通事故や火事の写真の観察や，事故を目撃したなどの体験談の交流を通して，地域の安全を守るた

めの取り組みについて関心をもち，詳しく調べようとする意欲をもたせる。 

 

 
    

 
    

 １ 事故・事件のないまちを目ざして ⑧   ２ 災害からまちを守るために ⑧ 
  

      

 グラフで調べて考えよう ①   火事について調べよう ① 
  

      

 学習問題をつくり，学習の見通しを立てよう①    消防署をたずねて調べよう ② 

      

 学校のまわりを調べよう ①   消火の仕事の他には ② 

      

 警察署をたずねて調べよう ②   学校の消防せつびを調べよう ① 

      

 くらしの安全を守る警察署 ①   地域の消防しせつを調べよう ② 

      

 地域の人々の取り組みを調べよう ①     

      

 地域安全マップをつくろう ①     

      

      

      

      

 深める 

地域の安全のこれからを考えよう ① 
○の中の数字は，配当時数。 
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小単元１ 事故・事件のないまちを目ざして 配当時間 8 時間 
教科書 

3・4 下 P６～19 

 

目  標 

●グラフなどの読み取りを通して交通事故が身近な問題で

あることに気づかせ，学区の交通の様子や警察署の仕事を

調べることを通して，交通安全施設や交通法規の意味と役

割，警察署を中心とした事故処理や事故防止の工夫と努力

を理解させる。 

●警察署や交番を見学したり，地域の人々の活動を調べたりす

ることを通して，警察署，関係の諸機関，地域の人々が相互

に協力,連携しながら地域の安全を守っていることを理解さ

せ，さらに自分ができることを考えさせる。 

 

 

評価規準 

●社会的事象への関心・意欲・態度 

・交通事故や犯罪から地域を守るための取り組みに関心をも

ち，警察署や地域の人々の諸活動を意欲的に調べたり，地

域や自分自身の安全を守るために自分にもできることを

考えようとしたりしている。 

 

●社会的な思考・判断・表現 

・市で起きた交通事故の件数を調べて疑問に感じたことをも

とに学習問題を考え，表現している。 

・交通事故や犯罪から地域を守るための施設や法規，警察署

を中心にした関係機関や地域の人々の協力・連携について，

その役割や意味を考えるとともに，地域の一員として自分

にもできることを考え，それらを表現している。 

 

●観察・資料活用の技能 

・交通事故の件数や死傷者数，主な原因をグラフや表から読み

取り，市で発生している交通事故の実状を捉えている。 

・交通安全施設の様子，警察署や交番のはたらき，地域の人々

の取り組み，危険な場所や安全な場所の分布などを，ノート

や地図にまとめている。 

●社会的事象についての知識・理解 

・交通安全施設や交通法規の意味と役割，警察署を中心とした

事故の処理や防止の工夫と努力，警察署，関係機関，地域の

人々が相互に協力・連携しながら地域の安全を守っているこ

とを理解している。 

 

指導・評価のポイント 

交通安全施設の調査や，地域の安全を守る活動をしている

人へのインタビューなど，体験活動を多く取り入れたい。指

導では，交通事故の処理や防止，防犯において，関連機関と

地域の人々が協力，連携している姿を具体的に捉えさせる。 

関係機関と地域の人々との「協力」については，地域の交

通安全施設や交番の警察官と住民との情報交換，地域の人々

による「子ども見守り隊」，学校，地域，警察の協力による

「地域安全会議」，防犯パトロールの車や「こども 110 番の

くるま」，「こども 110 番のいえ」などを扱っている。 

関係機関が相互に｢連携」する様子は，110 番の仕組みに

よって，関係機関に素早く連絡が届き，早急に事故処理にあ

たることから捉えさせる。また，消防局や交通管制センター

への連絡も，迅速な事故処理には欠かせないことも理解させ

る。 

評価のポイントは，地域の安全のため，警察と地域が協力，

連携している姿が捉えられたかどうか，児童自身も地域の一

員として安全な地域づくりに関わっていこうとしているか

どうかである。 
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学習指導計画 大単元名：安全なくらしとまちづくり 

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

オリエンテー

ション 

P4～5 

【配時１】 

交通事故や火災の写

真を読み取ったり，見

聞きしたことや体験

したことなどを発表

したりすることを通

して，安全なまちにす

るにはどうしたらよ

いか，調べる意欲がも

てるようにする。 

○交通事故や火災の写真を観察

して気づいたことや感じたこ

と，あるいは，これまでに見た

り聞いたりした交通事故や火災

の様子，交通事故にあいそうに

なった体験などを発表し，誰が

どのように地域の安全を守って

いるのかについて話し合う。 

◆交通事故や火災の現場では，

警察署と消防署が協力して処理

にあたっていること。 

①交通事故や火災の現場の写

真を読み取る。 

②交通事故や火災の現場につ

いて，知っていることや見聞き

したことを発表する。 

③発表したことをもとに，誰が

どのように地域の安全を守っ

ているのかについて問いをも

つ。 

【関】交通事故や火災の写真

などの観察や発表に意欲的

に取り組み，市で起きた交通

事故や火災に関心をもち意

欲的に調べようとしている。

（発）（行） 

【技】交通事故や火災現場の

写真を見て，どの機関の人

が，どのように対応している

のかを読み取り，的確に指摘

している。（発）（ノ） 

 

学習指導計画 小単元名：事故・事件のないまちを目ざして 

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

グラフで調べ

て考えよう 

P6～7 

【配時１】 

市で起きた交通事故

に関するグラフや表

から読み取ったこと

をもとに交通事故に

関心をもち，事故を防

ぐための取り組みに

ついて調べたいこと

を明らかにできるよ

うにする。 

○市で起きている交通事故の件

数や死傷者数，事故の主な原因

に関するグラフや表などを読み

取り，わかったことや疑問点を

話し合う。 

◆交通事故の件数は徐々に減少

しているが，死傷者数は増減を

繰り返していること。また，事

故の原因は様々であること。 

①交通事故に関するグラフを

見て，特徴や変化の仕方を読み

取る。 

②グラフや表を読み取って，気

づいたことや考えたことを話

し合う。 

③話し合ったことをもとに，交

通事故を防ぐにはどうしたら

よいかという問いをもつ。 

【関】市の交通事故に関する

グラフや表を読み取り，事故

の件数や死傷者数，原因など

から交通事故の実態を意欲

的に捉えようとしている。

（発）（行） 

【技】市の交通事故の件数や

原因を表したグラフや表か

ら，数値や変化を的確に読み

取っている。（発）（ノ） 

学習問題をつ

くり，学習の

見通しを立て

よう 

P8～9 

【配時１】 

前時で読み取ったグ

ラフや表をもとに，交

通事故を防ぐために

警察署や地域の人々

はどのようなことを

しているのか，という

学習問題をつくるこ

とができるようにす

る。 

○交通事故が減ってきた理由に

ついて話し合い，調べたいこと

を明らかにして学習問題をつく

り，学習の見通しを立てる。 

◆交通事故が減ってきた理由に

ついて話し合うこと。話し合い

をもとに学習問題をつくり，追

究の見通しを立てること。 

①交通事故が減ってきた理由

について話し合う。 

②話し合ったことをもとに，学

習問題をつくる。 

③学習問題を解決するための

調べ方や，調べたことの整理の

仕方を考え，学習の見通しをも

つ。 

【関】社会科学習の進め方に

ついて関心をもち，今後の学

習計画に意欲的に役立てよ

うとしている。（発）（行） 

【思】交通事故の写真や市の

交通事故に関するグラフや

表を読み取り，疑問に思った

ことや調べたいと思ったこ

とを明らかにし，学習問題を

考え，表現している。（発）

（ノ） 

学校のまわり

を調べよう 

P10～11 

【配時 1】 

学校のまわりにある

交通事故を防ぐため

の施設を調べ，役割や

設置場所について考

えるとともに，交通法

規やルールを守るこ

との大切さを理解す

ることができるよう

にする。 

○学校のまわりにある交通事故

を防ぐための施設とその役割を

調べ，施設がその場所に設置さ

れた理由を考える。 

◆学校のまわりには，交通事故

を防ぐための様々な施設がある

こと。また，交通ルールなどの

守るべききまりがあること。 

①学校のまわりの交通事故を

防ぐための施設を調べる。 

②交通事故を防ぐための施設

が，その場所にあるわけを考え

る。 

③調べて気づいたことや考え

たことを話し合う。 

【知】交通事故を防ぐための

施設やその役割を捉えると

ともに，それらが交通量や道

路事情に応じて設置されて

いることを理解している。

（発）（ノ） 
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警察署をたず

ねて調べよう 

P12～13 

【配時 2】 

交通事故を処理した

り，防いだりするため

の警察署の仕事につ

いて調べ，110 番の仕

組みや警察署の交通

安全のための仕事に

ついて理解できるよ

うにする。 

○交通事故を処理したり，防い

だりするための警察署の仕事

や，仕事の工夫について調べる。 

◆交通事故の迅速な処理のため

に 110 番の仕組みがあること。

また，警察署には，交通事故を

防止するための仕事や仕組みが

あること。 

①警察署の仕事を調べる計画

を立てる。 

②交通事故が発生したときの

警察署の仕事を調べる。 

③交通事故を防ぐための警察

署の仕事を調べる。 

【技】警察署の人の説明を聞

いてメモに記録したり，疑問

に思うことを的確に質問し

たりしている。（発）（行） 

【知】110 番の仕組みや，交

通事故を防ぐために警察署

が行う仕事を理解している。

（発）（ノ） 

くらしの安全

を守る警察署 

P14～15 

【配時 1】 

地域の安全を守るた

めの警察署の仕事に

ついて調べ，地域の安

全のために工夫・努力

していることを理解

できるようにする。 

○地域の安全を守るための警察

署の仕事について調べる。 

◆警察署は地域の安全を守るた

めに，防犯教室や呼びかけ，巡

回といった仕事を行っているこ

と。 

①交通事故の他に，どのような

事件が起きているのかを調べ

る。 

②交番の警察官の仕事を調べ

る。 

③警察署の仕事は，地域とどの

ようにかかわっているのか考

える。 

【知】警察署は事故や事件を

防止するために，地域の人々

に呼びかけを行ったり，地域

を見まわったりするといっ

た取り組みを行っているこ

とを理解している。（発）（ノ） 

地域の人々の

取り組みを調

べよう 

P16～17 

【配時１】 

地域の人々の交通事

故や事件を防ぐため

の活動を調べ，地域の

安全を守るために

人々は協力し合った

り，警察署と連携した

りしていることを理

解できるようにする。 

○地域の人々の交通事故や事件

を防ぐための取り組みを調べ

る。 

◆子ども見守り隊を組織した

り，地域安全会議を開いたりす

るなど，地域の人々は協力し合

って安全を守るための活動をし

ていること。 

①地域の人々の交通事故や事

件を防ぐ取り組みを調べる。 

②地域の安全を守るためにど

のような人々が協力し合って

いるか調べる。 

③地域の安全を守るために，自

分たちができることを話し合

う。 

【知】地域の人々が主体とな

って，警察と連携し，地域の

安全を守るための取り組み

が行われていることを理解

している。（発）（ノ） 

地域安全マッ

プをつくろう 

P18～19 

【配時 1】 

地域の危険な場所や

安全な場所を表す地

域安全マップを作り，

事故や事件のない地

域にするために大切

なことについて考え

ることができるよう

にする。 

○学習で調べてきたことをもと

に，地域の危険な場所や安全な

場所を表す地域安全マップを作

る。 

◆地域には危険な場所や安全な

場所があり，人々は協力し合っ

たり警察と連携したりしながら

地域の安全を守っていること。 

①地域安全マップをつくる計

画を立てる。 

②事故や事件を防ぐ取り組み

など，調べたことを振り返り，

マップをつくる。 

③「まとめる」を参考に，地域

の安全を守るための仕組みや，

人々の取り組みを考えてノー

トに書く。 

【技】地域の安全を守る人々

や，人々の取り組みを振り返

り，地域安全マップに示すこ

とがらを整理して，マップを

わかりやすく作成している。

（行） 

【思】地域安全マップをもと

に，自分が地域の安全のため

にできることを考え，適切に

表現している。（発）（ノ） 
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小単元２ 災害からまちを守るために 配当時間 8 時間 
教科書 

3・4 下 P20～29 

 

目  標 

●グラフなどの読み取りを通して，火事が身近な災害である

ことに気づかせ，消防の様々な活動，施設や計画について

調べることを通して，それらの意味と役割，消防署を中心

とした消防の工夫と努力を理解させる。 

●消防署を見学したり学校や地域の消防施設を調べたりす

ることを通して，消防署，関係する諸機関，地域の人々が

相互に協力，連携しながら地域の安全を守っていることを

理解させ，さらに自分ができることを考えさせる。 

 

評価規準 

●社会事的象への関心・意欲・態度 

・火事から地域を守るための取り組みに関心をもち，消防署

や地域の人々の取り組みについて意欲的に調べたり，地域

や自分の身を守るために，自分にできることを意欲的に考

えようとしたりしている。 

●社会的な思考・判断・表現 

・市で起きた火事の件数を調べて疑問に感じたことをもとに

学習問題を考え，適切に表現している。 

・火事から地域を守るための施設，消防署を中心とした関係

する諸機関や地域の人々の協力・連携について，その役割

や意味を考えるとともに，地域の一員として自分にもでき 

ることを考え，それらを表現している。 

 

 

●観察・資料活用の技能 

・火災件数や死傷者数のグラフなどを読み取り，市で発生して

いる火災の実状を捉えている。 

・学校や地域の消防施設の分布などを地図に正確にまとめてい

る。 

●社会的事象についての知識・理解 

・消防の施設や計画の意味と役割，消防署を中心とした消火や

防火の工夫と努力，消防署・関係機関・地域の人々が相互に

協力・連携しながら地域の安全を守っていることを理解して

いる。 

指導・評価のポイント 

前小単元と同様に，消防署の見学や消防施設の調査，地域

の消防活動に携わる人へのインタビューなど，体験活動を多

く取り入れたい。 

指導の際は，関係機関と地域の人々との｢協力」や「連携」

を具体的に捉えさせる。「協力」については，地域の消防団

の協力があり，自治会なども加わり，自主防災組織の協力の

もとで防災計画の策定や啓発活動などが取り組まれている。

関係の諸機関が相互に「連携」している様子は 119 番の仕組

みを中心に捉えさせる。火災や救急への早急な対処は，連

絡・出動体制によるだけでなく，現場の安全に努める警察署，

火災の拡大阻止に協力する電力会社やガス会社，急病人を収

容する病院など，多くの連携によって支えられていることを

具体的な場面を通して理解させる。 

評価のポイントは，これらの協力，連携の姿を捉えられて

いるかどうか，さらに児童自身も地域の一員として防火活動

へ参加し，地域に協力したいという社会参画意識が高まった

かどうかである。 
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学習指導計画 小単元名：災害からまちを守るために 

（発）＝発言・発表，（行）＝行動観察，（ノ）＝ノート・作品，（テ）＝テスト 

ページ 本時のねらい ○主な学習活動／◆学習内容 本時の学習活動 評価規準/評価方法 

火事について 

調べよう 

P20～21 

【配時１】 

資料の読み取りを通

して火災の恐ろしさ

に気づくとともに，学

校や地域がどうやっ

て火災から守られて

いるのかについて調

べたいことを明らか

にし，学習問題をつく

ることができるよう

にする。 

○火災のイラストや火災発生件

数，被害者数のグラフなどを読

み取り，市で発生している火災

について調べたいことを明らか

にして，学習問題をつくる。 

◆市では毎年一定件数の火災が

発生しており，発生原因も様々

であること。また，火災現場に

は消防署員以外も駆けつけ，消

火のための活動に協力している

こと。 

①資料を見て，感じたことや考

えたことを話し合う。 

②調べたいことを明らかにし

て，学習問題をつくる。 

③これまでの学習をもとにし

て，調べる計画を立てる。 

【関】火災のイラストや発生

件数，被害者数のグラフなど

から読み取ったことを意欲

的に発表したり，他の児童と

話し合ったりしている。（発）

（行） 

【思】火災のイラストや発生

件数，被害者数のグラフなど

を読み取り，そこから疑問に

思ったことや調べたいと思

ったことをもとに学習問題

を考え，表現している。（発）

（ノ） 

消防署をたず

ねて調べよう 

P22～23 

【配時 2】 

火事が起きた場合の

消防署の対処の仕方

を調べ，人々や関係機

関が連携して計画的

に行動していること

を捉えることができ

るようにする。 

○消防署の出動に関する写真や

１１９番の仕組み図を読み取

り，火事が発生した時の関係機

関への連絡や出動の様子，工夫

について調べる。 

◆警察署に１１０番の仕組みが

あるように，消防署にも１１９

番の仕組みがあること。また，

近隣の消防署からの応援体制が

あること。 

①１１９番の仕組みを調べる。 

②早く出動するための工夫を

調べる。 

③速く消火するために，消防署

はどのような工夫をしている

のか調べる。 

【技】消防署の人の説明を聞

いてメモに記録したり，疑問

に思ったことを的確に質問

したりしている。（発）（行） 

【知】１１９番の仕組みや火

事が発生した時の消防署の

仕事について理解している。

（発）(ノ) 

消火の仕事の

他には 

P24～25 

【配時 2】 

消防署の消火以外の

活動を調べ，日常から

出動に備えたり，火災

の予防に取り組んだ

りしていることを捉

えることができるよ

うにする。 

○消防や救急，救助の仕事をす

る人の話を聞いたり勤務時間の

表を読み取ったりして，火災が

発生していないときの消防署の

仕事について調べる。 

◆消防署には日常の訓練や点

検，啓発などの仕事があること。

１１９番通報による出動には消

火活動だけでなく，救急隊や救

助隊の活動もあること。 

①出動がないときの消防署の

仕事を調べる。 

②救急隊や救助隊の仕事を調

べる。 

③消防署の仕事を振り返り，ど

のような工夫をしているのか

考える。 

【知】消火のための出動以外

の仕事や，救急隊，救助隊の

仕事について理解している。

（発）(ノ) 

学校の消防せ

つびを調べよ

う 

P26～27 

【配時 1】 

学校の消防設備を調

べ，各設備の役割や計

画的に配置されてい

ることに気づくとと

もに，火災の発生に備

えた消防計画が立て

られていることを捉

えることができるよ

うにする。 

○学校の消防設備の写真や配置

図，先生の話から，学校におけ

る消防の取り組みを調べる。 

◆学校には様々な消防設備があ

り，適切な位置に置かれている

こと。また，学校では消防計画

に沿って，火災に備えているこ

と。 

①学校の消防設備を調べる。 

②その場所に消防設備が置か

れているわけを考える。 

③学校は火事からどのように

守られているかを考える。 

【知】学校の消防設備につい

て，設備の種類や役割，設置

場所を捉えるとともに，学校

は計画をもって火災に備え

ていることを理解している。

(発)（ノ） 
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地域の消防し

せつを調べよ

う 

P28～29 

【配時 2】 

地域の消防施設を調

べ，各設備の役割や計

画的に配置されてい

ることに気づくとと

もに，消防団の人は消

防署と協力して地域

の火災に備えている

ことを理解すること

ができるようにする。 

○地域にある消防施設の写真や

配置図，消防団の資料から，消

防施設の分布と役割，消防団の

仕事内容について調べる。 

◆地域には様々な消防施設があ

り，適切な位置に置かれている

こと。また，消防団は消防署と

協力して，地域の火災に備えて

いること。 

①地域の消防施設を調べて，施

設の種類や場所を地図に記入

する。 

②地域にある消防団は，どのよ

うな活動をしているのか，調べ

る。 

③調べたことを地図にまとめ，

わかったことを話し合う。 

【知】地域の消防施設につい

て，施設の種類や役割，設置

場所を捉えるとともに，消防

団や地域の人々は消防署と

協力して火災に備えている

ことを理解している。(発)

（ノ） 

〈深める〉 

地域の安全の

これからを考

えよう 

P36～37 

【配時 1】 

地域の安全な場所や

危険な場所，火災時の

方法などを，下級生や

地域の人々に伝える

活動を通して，地域の

安全を守っていこう

とする自覚をもつこ

とができるようにす

る。 

○地域安全会議を開いて，下級

生や地域の人々を教室に招き，

作成した地域安全マップをもと

に，地域の危険な場所や安全な

場所，これから自分はどうして

いきたいかなどを発表する。 

◆自分がこれまで安全だと思っ

ていた場所にも危険が潜んでい

る可能性があること。 

①どのような会議にするかを

話し合い，発表する内容を決め

る。 

②地域安全会議を開き，作成し

たマップをもとに，地域の安全

な場所や危険な場所，火災時に

避難する方法などを下級生や

地域の人々に伝える。 

③友だちの発表や地域の人々

の意見や感想を聞いて考えた

ことをノートに書く。 

【関】学習したことをもと

に，地域の安全な場所や危険

な場所，火災時に避難する方

法などについて，下級生や地

域の人々に意欲的に伝えよ

うとしている。（発）（行） 

【思】地域の安全な場所や危

険な場所，火災時に避難する

方法はどのようなものなの

かを考えた根拠とともに示

し，適切に表現している。

（発）（ノ） 

 

 


